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「気候危機」に立ち向かう 
人材育成の使命
　これまで「地球温暖化」とよばれ
てきた問題は、異常気象を世界各地
で巻き起こす「気候変動」を激甚化
させ、「気候危機」と叫ばれるまで
になりました。私たちは、観測史上
最高の暑い夏を経験し、大規模な山
火事や洪水などの惨状を目の当たり
にしています。今後、さらに多くの
種が絶滅し、貧困や飢餓、難民の増
加などによって不安定な国際情勢が
助長されることでしょう。子どもた
ちにこの困難な時代を生き抜く力を
どう育むのか、深く重い課題です。

「エコ活動」を問う
　現在、学校教育では、授業の中で
SDGs（持続可能な開発目標）とと
もに「気候変動」について取り上げ
ていると聞きます。また、体験型の
環境学習では、ごみの分別や節電な
どの実践も行われていると思います。
このような取り組みは確かに、自分
ができる行動の一歩になるでしょう。
しかし、この深くて大きいテーマの
扱いとしては極めて断片的かつ表面
的です。実際には、石炭や石油を大
量に使う構造が変わらないままにエ
コ活動をしたところで焼け石に水で

すから、子どもたちも早晩それを見
抜いてしまいます。次に訪れるのは、

「どうせ自分がやったって」という
徒労感や無力感です。
　日本では、多くの人が自分自身の
力を過小評価し、他人事にしがちで
す。問題の本質から目を逸らすエコ
活動に始まる「伝え方」には、課題
があるのではないでしょうか。

構造的な転換に 
関わる力を備える
　いうまでもなく気候変動問題は、
化石燃料資源を大量に使用する現在
の産業経済構造に起因しており、そ
の解決には、エネルギー・インフラ・
運輸・食料システムの構造の根本的
な転換が必要です。さらに、大多数
の貧しい人々をいっそう困窮させ、
将来の世代が豊かに生きる権利を奪
う、倫理や道徳に関わる問題でもあ
ります。対策は急務ですから、教育
現場でも正面から向き合い、包括的
に取り組んでいかなければなりませ
ん。
　その際に考えるべきは、問題の原
因構造が何であり、それをどう変え
る必要があり、その構造と自分たち
はどう関わっており、自分たちがど
う行動すればその先の “ 何か ” を変
えられるのか、という問いです。そ

して、その学びの過程で、子どもた
ちが「社会は変えられる」という確
信と勇気をもてることがとても重要
だと考えています。
　アンケート結果では、多数の小・
中学生が、自分にできることが「あ
ると思う」と答えています。その可
能性を拓くことが、今求められてい
るように思います。
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　じめがなぜ起きるのか、そのメカニズムを知る
からこそ、予防策を講じることができます。今

回は、そのメカニズムを考えるモデルの一つ、「社会
的情報処理理論」の枠組みを紹介しましょう。
　例えば、道を歩いていて、あなたの肩が誰かの肩に
当たったとしましょう。さて、あなたは、どんな反応
をするでしょう？　日常の中でよく見かけるシーンと
しては、「あ、ごめんなさい」と謝る行動を取る人も
いれば、「なんだよ」と怒った口調で返したり、押し
たりするなど、攻撃的な行動を取る人もいます。

なぜ、取る行動が人によって違うのか

　同じ出来事に遭遇しても、人によって謝罪したり、
攻撃したりと、行動の違いが顕著になるのは、なぜで
しょう。社会的情報処理理論では、こうした「ある出
来事に直面して、ある行動を選択し、実行する」とい
うプロセスを、人間の思考の情報処理として見立てま
す。このプロセスは、対人関係における情報処理であ
ることから、社会的情報処理モデルとよばれています。
　まず、下図のように、「肩が当たった」という出来
事を、「情報の符号化」（①）によって、連続して起き
ている事象から切り出して捉えます。

　その次に、私たちは瞬時に、「情報の解釈」（②）や
原因探しを始めます。ここで「あ、ごめんなさい」と
謝る人は、「自分がぼうっとしてたからだ」などと、
自分に原因を求めるような解釈をしています。「なん
だよ！」と怒る人は、「相手がわざとやってきた」と
解釈しています。
　そのうえで、「目標設定」（③）を行い、相手が知ら
ない人なのか、上司や友達なのかなどの関係性を考え
て、この先どのような行動を取るかを考えます。これ
からも長期的に大事にするべき関係性だと捉えれば、
相手を傷つけない行動を取ろうと思うかもしれません。
しかし、二度と会わない関係性なら、怒りをぶつけて
もよいと判断するかもしれないのです。
　「反応の検索」（④）では、「謝る」「悪態をつく」「蹴
る」など、自分の行動のレパートリーの中から反応を
探します。そして、その中でベストだと判断したこと
が「反応の決定」（⑤）となり、最終的に行動に移さ
れるというわけです。

いじめを予防するために

　このモデルをもとに考えることで、「解釈を他人の
せいにしがち」「目標設定がなく行き当たりばったり」

「行動のレパートリーに適切な行動が入っていない」
「ベストな選択ができない」など、①〜⑥の情報処理
のどこに問題があるかを検討することができます。攻
撃行動を取りがちな子どもの問題がこのプロセスのど
こにあるかを明らかにし、問題の解決に必要なスキル
を獲得できるよう支援するとよいでしょう。
　あるいは、こうした情報処理自体が未熟だというこ
とがわかれば、人間が考えて行動を導き出すときのプ
ロセスを教えて、考え方が感情や行動にも影響するこ
とに気づかせるとよいでしょう。
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第 6 回 攻撃行動のメカニズム ――いじめ予防のために

い

日々刻 と々深刻化する気候変動から地球を守るために、学校教育でできることとは、どんなことなのでしょうか。
NGOや NPOという立場から、気候変動の問題に取り組んでこられた平田仁子さんにそのヒントをいただきました。

図　 「Crick & Dodge（1994）の社会的情報処理モデル」を参考に
して作成
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